
第４章 説明資料の作成 

章目次 

4. 説明資料の作成 ........................................................................................................................................ 4-1 

4.1 説明資料の作成.............................................................................................................................................4-1 

4.1.1 作成の概要 ................................................................................................................................................4-1 

4.1.2 外環（関越～東名）整備効果資料（案） ...........................................................................................4-2 

4.1.3 沿線7区市に関する整備効果 .......................................................................................................... 4-36 

4.1.4 新たな説明手法の検討 .................................................................................................................... 4-109 

4.2 無人航空機による空撮 ........................................................................................................................... 4-115 

4.2.1 空撮箇所 ................................................................................................................................................ 4-115 

4.2.2 空撮実施日 ........................................................................................................................................... 4-116 

4.2.3 空撮方法 ................................................................................................................................................ 4-116 

4.2.4 空撮結果 ................................................................................................................................................ 4-124 



第４章 説明資料の作成 

4-1

4. 説明資料の作成

4.1  説明資料の作成 

4.1.1  作成の概要 

ここでは、これまでに整理した項目をベースに説明資料を作成した。なお、整理した内容は

以下のとおりであり、今後の説明のためにパワーポイントベースでの資料を作成した。 

表 4.1.1 作成資料概要 

番号 資料名 内容 

１ 外環（関越～東名） 

整備効果資料（案） 

・各種交通データなどを活用し環状道路や周辺地域の現況を整理す

るとともに、外環（関越～東名）の整備により期待される整備効果を

整理

2 沿線 7区市の 

整備効果資料（案） 

・地域に密着した説明資料を作成することを目的に、沿線区市毎の交

通状況や社会動向を整理
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広域的視点 まとめ（１ / ２）

1

現状 道路の現状と課題 外環整備による効果

① 都心部の渋滞状況
○外環（関越～東名）周辺の東名高速、中央道、首都高は
東京都高速道路平均（768百台/日）以上の交通量、
20km/h以下の速度低下区間が多い状況

○交通量、速度低下により、周辺路線は渋滞ワーストランキ
ング上位区間が集中

②自然災害発生時における渋滞状況
○大雪により外環周辺の高速道路が通行止めになった場合、
環八を始めるとする周辺の一般道にて速度低下が発生

【
１

交
通
状
況
】

○環状道路ネットワークを形成に
より、中央環状線内側ともに約１
割減少、首都高（西側放射軸）
の交通量は約２割減少し、都心
部を通過する交通を分散

①都心通過交通の所要時間のばらつき
○東名高速は我が国の大動脈であり中京圏と新潟・東北道
方面を往来する交通も存在。

○東名高速⇒関越道を移動する交通の約8割は環八を経由
○東名高速⇒東北道、常磐道を移動する交通の9割以上は
首都高を利用しているが所要時間のバラツキ（差率）は12
時間平均に対しピーク時は5割増加しており時間が読めな
い

○東名高速、中央道、関越道など放
射軸間の移動を担う環状道路ネッ
トワークが不足

【
２

物
流
】

○外環（関越～東名）整備により、
東名高速から各放射軸へは24
～43分の所要時間が短縮
○外環の環状道路ネットワークが
概成し、放射軸間移動において、
円滑な移動を支援

○首都高が通行止めとなった場合に
代替路を形成する高速道路ネット
ワークが不足

○都心部へ集中する交通を分散す
る高速道路ネットワークが不足

○リダンダンシーの強化により、
事故や自然災害などで首都高
が通行止めとなった場合でも迂
回経路が確保可能

②京浜港から背後圏への円滑な物流活動の阻害
○京浜港は我が国の輸出入港別コンテナ取扱個数の約４割
を担っており、物流の玄関口

○外環に並行する環八、環七の大型車交通量は環八が多く、
（都区部主要地方道平均の約２倍以上）、京浜港と背後圏
を結ぶ通行ルートと想定

○外環（関越～東名）に並行する環
八は、高規格な物流ネットワーク
不足

〇中央環状線はJCT部では速度低
下が見られ、ドライバーの長時間
労働の削減、円滑な物流活動の
ためにもの整備が課題

○外環（関越～東名）の整備によ
り東京港→大泉JCTへの所要
時間が約12分短縮
○円滑な物流活動、ドライバーの
負荷軽減などが期待され、時間
外労働の上限規制等の導入に
よる「物流の2024年問題」へも寄
与
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広域的視点 まとめ（２ / ２）

2

現状 道路の現状と課題 外環整備による効果

①羽田空港から背後圏への所要時間のバラツキ
○我が国の観光の玄関口となる羽田空港の国際線旅客数
の推移は増加傾向（R1年度はH25年度に対し２倍）

※R2,R3は入国制限により減少
○羽田空港と関東近郊の観光地間のルートはGWなどの特
異日において渋滞ワーストランキング上位区間が存在

○羽田空港と背後圏を結ぶ複線の
確保、最短で結ぶルートが課題

【
３

観
光
】

○羽田空港から中央道、関越道
への最短ルートを形成し、周遊
機会の増加に寄与

①首都直下地震など災害時の対応
○首都直下地震は30年以内に発生する確率は70％程度と
推定

○道路管理者と関係期間は、首都直下地震に備え、都心に
向けた八方向を優先ルートに設定（八方向作戦）

○発災時には各所が通行止めとな
ることが想定される

○都心部へのアクセスルート数の増
加が課題

【
４

防
災
】

○リダンダンシー強化により、災
害時に強い道路ネットワークを
形成
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２-２．物流（京浜港から背後圏への円滑な物流活動の阻害）

8

• 京浜港は我が国の輸出入港別コンテナ取扱個数の約４割を担っており、物流の玄関口。
• 外環（関越～東名）に並行する環八、環七は、大型車交通量が多く（都区部主要地方道平均の約2倍以上）、京浜
港と背後圏を結ぶ通行ルートになっていると想定。

• 外環（関越～東名）に並行する環八は、高規格な物流ネットワーク不足（中央環状線はJCT部で渋滞）となっており、
円滑な物流活動が課題。

■輸出入港別コンテナ取扱個数（TEU）

■東京港コンテナ貨物取扱品目ランキング

順位 品目 合計 割合 分類

1衣服・身廻品・はきもの 4,810,571 10.4% 雑工業品

2電気機械 4,386,370 9.5%
金属機械
工業品

3その他化学工業品 4,297,771 9.3% 化学工業品

4産業機械 3,515,516 7.6%
金属機械
工業品

5製造食品 3,111,206 6.7% 軽工業品

【高速道路 凡例 単位：百台/日】

200以上（平均以上）
150以上
150未満

※都区部の高速道路の平均（189百台/日）

100以上（平均の約２倍）

※都区部の主要地方道の平均（46百台/日）

【一般道 凡例 単位：百台/日】

東京港

京浜港

川崎港

横浜港

環八は京浜港と
北関東方面を結ぶ
物流の主要軸

北関東方面

熊野町JCT

西新宿
JCT

大橋JCT

中央環状線
西側のJCT部では
速度低下が顕著

西新宿
JCT

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査

出典：港湾統計(R4)

京浜港は
我が国の約４割

2022年
1,795万TEU

東京港
25％

横浜港
15％

川崎港
1％

名古屋港
14％

大阪港
12％

神戸港
13％

その他
22％

出典：港湾調査（国土交通省 2022年年間合計値）
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３．観光（羽田空港から背後圏へ）

9

• 羽田空港の国際線旅客数の推移は増加傾向（R4年度はR3年度に対し約8倍に増加）。
• 一方、外環（関越～東名）周辺の首都高はGWなどの特異日において渋滞ワーストランキング上位区間が存在。
• 外環（関越～東名）の整備により、関東近郊の観光地と羽田空港間のアクセス性向上が期待。

■羽田空港から観光地へのアクセス ■羽田空港の国際線旅客数の推移

（万人）

出典：年度別空港管理状況調書（国土交通省 航空局）

R3⇒R4
約8倍に増加

＜現状：羽田空港の国際線旅客数の推移＞

羽田空港

中央道

大泉JCT

中央JCT

東名JCT

中央環状線

外環道

外
環
道

現況ルート（大泉JCT）
現況ルート（中央JCT）

コロナ禍
入国制限などにより

減少

出典：高速道路の交通状況ランキング（平成30年）
※外環（関越～東名）に接続、または並行する路線を赤囲み
※2023.2月時点でGW期間（H30.4.27～H30.5.6）は平成30年が最新

（万人・時間/10日）

【都市高速道路の渋滞ランキング】
※首都圏渋滞損失ワースト10位（GW期間）

湾
岸
線

（
川
崎
浮
島
～
東
雲
）

西
行

渋
谷
線

（
東
名
接
続
部
～
大
橋
）

上
り 三

郷
線

（
三
郷
～
大
橋
）

上
り

新宿線

中
央
環
状
線

（
熊
野
町
～
西
新
宿
）

内
回

新
宿
線

（
中
央
道
～
西
新
宿
）

上
り

湾
岸
線

（
東
関
道
～
葛
西
）

西
行

三
郷
線

（
小
菅
～
三
郷
）

下
り

中
央
環
状
線

（
葛
西
～
堀
切
）

内
回

中
央
環
状
線

（
葛
西
～
堀
切
）

外
周

池
袋
線

（
熊
野
町
～
竹
橋
）

上
り

2

都市高速道路の
渋滞ワーストランキング
（首都圏・GW）

2

4

5

【世界遺産 富岡製糸場】
群馬県富岡市に設立された日本
初の本格的な機械製糸工場
H26年に世界遺産に登録

【世界遺産 富士山】
静岡、山梨の県境にある標高
日本一の山
H25年に世界遺産登録

【ミシュランガイド三ツ星
高尾山】

東京近郊の八王子市にある標高
559メートルの山
H19年に          三ツ星獲得
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４．災害時の対応（首都直下地震など災害時の対応）

10

• 首都直下地震（M7クラスの地震）が今後30年以内に発生する確率は70％程度と推定されている。
• 道路管理者と関係機関は、首都直下地震に備え、都心に向けた八方向を優先啓開ルートに設定（八方向作戦）
• 外環の整備により、リダンダンシーの強化につながり、八方向作戦に寄与することが期待される。

H24.4

R4.7

3環状整備後

５ルート

208ルート

１４７０ルート

■三環状整備道路によるリダンダンシーの強化
（東名高速から東京都心へ至るパターン（試算））

八方向作戦に
よる道路啓開
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整備効果（広域的視点）
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中央道

外環道

外
環
道

中央環状線（西側）
は3日間の通行止めとな
り周辺は渋滞が発生

環
八

中
央
環
状
線

１-１．交通状況（災害時のリダンダンシー）

12

• 首都直下地震（M7クラスの地震）が今後30年以内に発生する確率は70％と推定。
• 道路管理者と関係機関は、首都直下地震に備え、都心に向けた八方向を優先啓開ルートに設定（八方向作戦）。
• リダンダンシーの強化により、災害時において放射、環状道路が寸断された場合でも代替路が確保可能。

12

■三環状整備道路によるリダンダンシーの強化
（東名高速から東京都心へ至るパターン（試算））

八方向作戦に
よる道路啓開

凡例

道路啓開

東京湾北部地震
（M7.3）の地震分布

H24.4：５ルート R6.3＋外環（関越～東名）：388ルートR6.3：208ルート

外環（関越～東名）
整備により経路数が
180ルート増加

出典 内閣府中央防災会議資料を元に作成

大雪による通行止め（R6.2.5より通行止め）

※2024年2月5日より通行止め開始

【凡例：解除時間帯】

2月6日AM

2月6日PM

2月7日AM

2月7日PM

出典：首都高速道路における大雪時の対応策について
（R6.2.20 首都高速道路株式会社）をもとに作成



第
４
章

 
説
明
資
料
の
作
成

 
 

  

 

4
-15 

延長 所要時間 延長 所要時間 延長 所要時間

現状① 16km 55分 38km 75分 42km 85分

外環整備後② 16km 12分 35km 44分 47km 61分

差（②－①） 0 -43分 -3km -31分 +5km -24分

起点：
東名高速

関越道
（環八経由）

東北道
（首都高経由）

常磐道
（首都高経由）

13

２-１．物流（所要時間短縮によるドライバーの負荷軽減）

• 外環（関越～東名）整備により、東名高速から各放射軸へは24～43分の所要時間が短縮。
• 例えば、東名高速から関越道への所要時間は外環整備後は12分となり、往復しても現状（55分）より所要時間が短く
なるため、ドライバーの長時間労働、時間外労働の短縮など「物流の2024年問題」に寄与。

■都心を通過する交通

出典：ETC2.0（R4.10）混雑時平均旅行速度
※外環整備後は設計速度（80km/h）として計算
※関越道の現状は首都高経由より環八経由の方が早いため環八経由の値を記載

■東名高速⇒放射軸の所要時間

環
八

中央環状線
■物流ドライバーの負荷（拘束時間）が軽減イメージ

※短縮効果の値を赤字で表示

【東名高速⇒関越道】

-43分短縮

【東名高速⇒東北道】

-31分短縮

-3km短縮

【東名高速⇒常磐道】

-24分短縮

東名高速

関越道
【現状】 【外環整備後】

55分

12分

往復しても現状より
所要時間が短縮

⇒ドライバーの長時間労
働、時間外労働の短縮

に寄与12分

環八利用 外環利用
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352 363 363 334 340 351

370 380 371
348 362 364

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

単位：分

整備前 整備後

外環中央JCT 46 40 -6
大泉JCT 61 48 -13

外環中央JCT 62 55 -7
大泉JCT 77 63 -14

外環中央JCT 75 45 -30
大泉JCT 90 53 -37

起終点

東京港

川崎港

横浜港

終点 差
所要時間

（万TEU）

722 743 734
682 702

２-２．物流（京浜港から背後圏への移動時間短縮）

14

• 京浜港（東京港を起点として整理）から背後圏（中央道、関越道）への所要時間、料金の変化は以下のとおり。
• 外環（関越～東名）整備により、首都高経由に比べ中央道へ6分、関越道へ13分の短縮が図られ、魅力ある港湾の
形成に寄与。

■京浜港の取扱貨物推移

■京浜港（東京港、川崎港、横浜港）から
関越道、中央道への所要時間

出典：港湾調査（国土交通省）
※京浜港は東京港、横浜港、川崎港を集計

輸入 輸出

2020年に対しては5％の増加
⇒国際物流活動は回復傾向

東京港

中央道

大泉JCT

中央JCT

東名JCT

中央環状線

外環道

外
環
道

現況ルート（大泉JCT）
現況ルート（中央JCT）
外環整備後ルート

現況61分

現況46分

整備後48分
（13分短縮）

整備後40分
（6分短縮）

■京浜港から背後圏（中央道、関越道）への所要時間
※以下では京浜港の起点を東京港としている

出典：ETC2.0（R4.10）混雑時平均旅行速度
※外環整備後は設計速度（80km/h）として計算

出典：ETC2.0（R4.10）混雑時平均旅行速度
※外環整備後は設計速度（80km/h）として計算

京浜港

715
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【参考】物流（京浜港から背後圏への移動時間短縮） 川崎港、横浜港からの所要時間

15

• 川崎港、横浜港から背後圏（中央道、関越道）への所要時間、料金の変化は以下のとおり。
• 外環（関越～東名）整備により、川崎港からは7分、14分、横浜港からは30分、37分の所要時間短縮が図られる。

川崎港

大泉JCT

中央JCT

東名JCT

中央環状線

外環道

外
環
道

現況77分

現況62分
整備後63分
（14分短縮）

整備後55分
（7分短縮）

■川崎港から背後圏（中央道、関越道）への所要時間

出典：ETC2.0（R4.10）混雑時平均旅行速度
※外環整備後は設計速度（80km/h）として計算

川崎港

大泉JCT

中央JCT

東名JCT

中央環状線

外環道

外
環
道

現況90分

現況75分
整備後53分
（37分短縮）

整備後45分
（30分短縮）

■横浜港から背後圏（中央道、関越道）への所要時間

現況ルート（大泉JCT）
現況ルート（中央JCT）
外環整備後ルート

現況ルート（大泉JCT）
現況ルート（中央JCT）
外環整備後ルート

京浜港 京浜港

出典：ETC2.0（R4.10）混雑時平均旅行速度
※外環整備後は設計速度（80km/h）として計算
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1,156
1,343

1,564
1,712

1,816
1,682

41 83

681

0

500

1,000

1,500

2,000

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

（万人）

R3⇒R4
約8倍に増加

コロナ禍
入国制限などにより

減少

羽田空港

中央道

大泉JCT

中央JCT

東名JCT

中央環状線

外環道

外
環
道

外環整備後ルート

現況ルート（大泉JCT）
現況ルート（中央JCT）

現況81分

現況67分

整備後69分
（12分短縮）

整備後61分
（6分短縮）

３．観光（羽田空港から背後圏への所要時間のバラツキ）

16

• 羽田空港の国際線旅客数の推移は増加傾向（R1年度はH25年度に対し約２倍に増加）。
• 外環（関越～東名）の整備により、関東近郊の観光地へのアクセス時間の短縮（2～14分）や定時性向上が期待。
• 羽田空港を訪れる旅行客の観光地アクセス向上に寄与。

■羽田空港から観光地へのアクセス ■所要時間の短縮

■羽田空港の国際線旅客数の推移

出典：年度別空港管理状況調書（国土交通省 航空局）

＜現状：羽田空港の国際線旅客数の推移＞

起点 終点
現況
①

外環整備後
②

差
②ー①

羽田
空港

大泉JCT 81分 69分 －12分

中央JCT 67分 61分 －6分

【外環道整備後の所要時間】

出典：ETC2.0（R4.10）混雑時平均旅行速度
※外環整備後は設計速度（80km/h）として計算

【世界遺産 富岡製糸場】
群馬県富岡市に設立された日本初
の本格的な機械製糸工場
H26年に世界遺産に登録

【世界遺産富士山】
静岡、山梨の県境にある標
高日本一の山
H25年に世界遺産登録

【ミシュランガイド三ツ星
高尾山】

東京近郊の八王子市にある
標高559メートルの山
H19年に          三ツ星
獲得
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現状 道路の現状と課題 外環整備による効果

① 環八の交通量・速度状況
○環八の交通量は、約6万台/日の交通量が利用しており、
都区部平均の約2倍の交通が集中

○混雑時平均旅行速度は20km/h未満となっており、千葉外
環開通後も交通量、速度に大きな変化はなく課題は残存

○外環の整備により外環に交通
が転換し交通課題が改善

②環八の交通特性
○環八を利用する交通の約5割が高速道路を利用しており、
そのうち関越道、東名高速が約2割を占める。

○交通量を分散する軸の整備が必
要

○外環の整備により沿線に用の
ない通過交通が転換

○沿線地域に用のない通過・内外交
通の転換を図る軸の整備が必要

①周辺道路の安心安全
○環八が速度低下する朝夕の時間帯に生活道路のサンプ
ル数が増加（環八の抜け道ルートと想定）

○利用数が多い区間には学校が近接し15歳未満の通学中
の事故が発生

○環八の速度が交通集中などによ
り低下した場合、周辺一般道へ交
通が転換

○渋滞迂回による抜け道利用交通
の排除が必要

○外環の整備により、一般道から
環八へ、環八から外環へ交通が
適切に分散
○一般道の交通量減少による交
通事故の削減（安全性向上）

地域的視点 まとめ（１/２）

【１

交
通
状
況
】

【３

安
全
安
心
】

【２

物
流
】

①IC圏域の空白地帯
○宅配便の需要は通販需要等の拡大により増加
○外環沿線区の練馬区、杉並区は都区部の中でも人口が
多く、他の地域に比べIC圏域の空白地帯が多く存在。

○背後圏の物流施設などから沿線
地域の企業へ円滑に移動するた
めの路線、IC整備が必要

○外環の整備により、沿線のＩＣ
カバー圏域が拡がり、高速道路
へのアクセス性が向上
○沿線企業の円滑な物流活動を
支援

1
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現状 道路の現状と課題 外環整備による効果

①観光施設へのアクセス
○外環沿線には2023年6月に開業したハリーポッター施設
や東日本最古の国宝仏など新旧の観光施設が存在

○今後、新設されることで増えることが予想される施設など
へのアクセス向上が必要

○沿線観光施設と背後圏を最短で
結ぶルートが課題

○外環の整備により、一般道から
環八へ、環八から外環へ交通が
適切に分散

地域的視点 まとめ（２/２）

①救急医療の選択肢
○東京都は搬送人員が最も多く、搬送まで複数回照会を行
う割合も高い。

○第三次医療施設へ円滑な移動を
図るネットワークを整備し救急医
療の選択肢を増加することが課題

○速度が高い路線の整備により
第三次医療施設への選択肢が
増加

②子供の体験機会
○外環沿線には小中学校合わせて約400校、6000学級の学
校が存在し、その大半が沿線外への校外学習を実施

〇校外学習の移動時において、環八の混雑により、現地で
の体験時間の損失や、行先の選択肢が限られている。

○環八の交通量減少、速度向上
により校外学習の現地での滞
在時間の増加や、校外学習先
の選択肢の増加が期待

【
５

医
療
】

【６

そ
の
他
】

【４

観
光
】

①バスの定時性
○環八は東西に延びる複数の鉄道路線の主要駅間を南北
に結ぶバスルートとして利用

○環八の交通課題（交通量の多さ、
通過・内外交通の集中）の改善が
必要

○環八の交通量減少、速度向上
によりバスの定時性の向上が
見込まれる

③動物園事業の振興
○動物園では、全国各地と繁殖等を目的とした動物の搬送
や餌の搬入等を実施。

○動物搬送時のストレス軽減や
物資の速達性向上につながり、
動物園事業の発展振興に寄与

○環八には主要渋滞箇所が複数存
在しており、所要時間（最短・最
長）の差にバラツキがあり、定時
運行が懸念
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田
谷
区

江
戸
川
区

足
立
区

八
王
子
市

町
田
市

大
田
区

練
馬
区

板
橋
区

杉
並
区

葛
飾
区

■沿線地域の通学中の事故 ■環八速度と沿線一般道サンプル数（朝7時台）
沿線の事故発生箇所（15歳未満、通学中）

３.安全安心（抜け道利用による沿線児童などの事故）

8

• 外環沿線区（世田谷区、練馬区、杉並区）は、東京都内でも15歳未満の通学中の事故が多い地域。
• 朝（7時台）の環八速度は20km/h未満の区間が多く存在し、並行する一般道では抜け道利用と想定される利用数が
多い区間が存在。

• 利用数が多い区間には小中学校が近接し15歳未満の通学中の事故が発生しており、渋滞迂回による抜け道利用交
通の排除が必要。

【15歳未満の通学中の事故件数ランキング】
※東京都58市区町村の集計

（人）

出典）交通事故統合データ（H30-R3）4年間合計

【環八の速度低下による抜け道利用と
小中学生の事故イメージ】

環
八

慢性的
な渋滞

学校

迂回
ルート

事故発生箇所
※15歳未満の通学中の事故

小中学校

環八を迂回する交通によ
り通学中の事故が発生

通常
ルート

環八沿線区は
東京都内でも通学中の事
故件数が多い地域

環八沿線区は
東京都内でも通学中の事
故件数が多い地域

抜け道と想定される経路で
は15歳未満の通学中の
事故が発生

＜環八平均速度＞ ＜一般道サンプル数＞

環八の速度低下
（20km/h未満）が顕著

出典）交通事故統合データ（H29-R2）4年間合計
全道路データ（R4.10 平日)
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4.1.4  新たな説明手法の検討 

現況課題や整備効果等を広く理解していただくため、情報発信事例や広報媒体別のメリッ

ト・デメリットの整理をした上で、新たな説明手法を検討した。 

（1） 国道事務所等の情報発信事例 

SNS による情報発信の事例として、関東地方整備局や国道事務所等を対象に情報発信媒体や

配信内容を整理した。最も利用の多い SNS は X（旧：Twitter）となっており、次いで YouTube

であった。 

 

表 4.1-2 SNS一覧表（1/2） 

X（旧：Twitter） Facebook YouTube Instagram

関東地方整備局（広報） X YouTube
関東地方整備局（採用） X Instagram
関東の富士見百景 Instagram
関東地方整備局　企画部 Facebook
関東地方整備局　建政部

河川・防災学習拠点100万人プロジェクト事務局 X
関東地方整備局　河川部 YouTube
関東地方整備局　道路部 X
関東地方整備局　特車情報Ｘ X
関東地方整備局　港湾空港部 X YouTube
利根川上流河川事務所 X
利根川下流河川事務所 X Facebook
霞ヶ浦河川事務所 X
久慈川緊急治水対策河川事務所 X
霞ヶ浦導水工事事務所 X
江戸川河川事務所 X YouTube
渡良瀬川河川事務所 X
下館河川事務所 X Facebook YouTube
荒川上流河川事務所 X Facebook
荒川下流河川事務所 X YouTube
京浜河川事務所 Facebook
多摩川流域懇談会 Facebook
地域防災施設鶴見川流域センター Facebook
利根川水系砂防事務所 X
荒川調節池工事事務所 X
日光砂防事務所 X
富士川砂防事務所 X
利根川ダム統合管理事務所　藤原ダム管理支所 X
利根川ダム統合管理事務所　相俣ダム管理支所 X
利根川ダム統合管理事務所　薗原ダム管理支所 X
利根川ダム統合管理事務所　八ッ場ダム管理支所 X Youtube
鬼怒川ダム統合管理事務所 Youtube
鬼怒川ダム統合管理事務所 五十里ダム管理支所 X  
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表 4.1-3 SNS一覧表（2/2） 

X（旧：Twitter） Facebook YouTube Instagram
鬼怒川ダム統合管理事務所 湯西川ダム管理支所 X
鬼怒川ダム統合管理事務所 川俣ダム管理支所 X
鬼怒川ダム統合管理事務所 川治ダム管理支所 X
相模川水系広域ダム管理事務所 X
品木ダム水質管理所 X
東京国道事務所 X YouTube
相武国道事務所 X
首都国道事務所 X YouTube
川崎国道事務所 X
横浜国道事務所 X
大宮国道事務所 X
北首都国道事務所 X YouTube
千葉国道事務所 X
宇都宮国道事務所 X
長野国道事務所 X YouTube
常陸河川国道事務所 X
高崎河川国道事務所 X YouTube
甲府河川国道事務所 X YouTube
関東道路メンテナンスセンター X Facebook
関東技術事務所 X
国営常陸海浜公園事務所 X Facebook YouTube Instagram
東京臨海広域防災公園 X
国営昭和記念公園 X Facebook YouTube Instagram
国営武蔵丘陵森林公園 X Facebook YouTube Instagram
明治記念大磯邸園 X
国営アルプスあづみの公園 大町・松川地区 X Facebook YouTube Instagram
国営アルプスあづみの公園 堀金・穂高地区 X Facebook Instagram
東京空港整備事務所 X
鹿島港湾・空港整備事務所 X
京浜港湾事務所 X
東京湾口航路事務所 X
横浜港湾空港技術調査事務所 X
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配信内容の一例を下記に示す。 

 

 

■関東地方整備局・広報（X（旧：Twitter）） 

ホームページの新着情報を中心に、国道事務所の通行止め情報などのリポストを発信 

 

■関東地方整備局・広報（YouTube） 

関東地方整備局における事業紹介、シンポジウム・会議・Web セミナー、降雪や災害に関する啓蒙など

を発信 

 

■東京国道事務所（X（旧：Twitter）） 

所管の 23区内国道に係る防災情報などを発信 

 

■大宮国道事務所（X（旧：Twitter）） 

所管の国道 4号・国道 16号・国道 17号に係る防災情報などを発信 

 

■長野国道事務所（X（旧：Twitter）） 

降雪予報への注意喚起、通行規制のお知らせなどを発信 
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（2） 広報媒体別のメリデメ 

代表的な SNS の概要・メリット・デメリット等を整理した。 

国道事務所で利用の多い X（旧：Twitter）は、拡散力の高さから配信内容の認知度上昇が見

込めるが、一方で炎上リスクが存在する。 

YouTube は、動画配信のため他の媒体と比較して企業やサービスの理解を深めやすい。一方

で、動画の制作コストやノウハウが必要となる。 

表 4.1-4 広報媒体別のメリデメ 

説明媒体
（SNSの種類）

概要 メリット デメリット
（参考）

自治体が運営する
SNS活用事例

1．YouTube ・動画配信サービス
・ジャンルの幅が広い
・サブスクリプション型のプ
ランがある

・動画配信のため企業、サー
ビスの理解を深められる

・企業プランディングにつなが
る（必要性についての浸
透）

・制作、運用のコストがか
かる

・成果を出すためにはノウ
ハウや経験が必要

・成果が出るまで時間がか
かる

・関東地整（研修内容、公共事
業の紹介）

・函館市（観光スポットのPR動
画配信）

・宮崎県小林市（移住促進PR
動画配信）

2．Instagram ・画像や動画配信サービ
ス
・拡散性が低いが他の
SNSアカウントと連携が
容易
・ビジュアルメイン

・動画配信による企業、サー
ビスの理解を深められる

・短期間で成果が出やすい
・新たな検索口となっており
数多くのユーザーにリーチで
きる

・制作、運用のコストがか
かる

・コメントやDM対応が発
生する

・炎上するリスクが存在

・関東地整（人材募集掲載）
・横浜市（「＃My Yokohama」
を用いて横浜市内の観光スポッ
トを紹介している。ほとんどが投
稿された画像を用いている）

3．X
（旧:Twitter）

・主に画像、文字による
配信サービス（動画も
配信可能）
・匿名性が高い
・正しくない情報が出回る
危険性も高い

・拡散力の高さからPRしやす
い
・配信内容の認知度上昇が
見込める

・匿名のため他のSNSに
比べ誹謗中傷の反応が
高くなる可能性あり

・炎上するリスクが存在

・関東地整（工事、通行止めな
ど主に記者発表内容を掲載）

・和光市（「＃和光市災害」を条
例で定め災害時に市民から情
報を収集）

4．Facebook ・画像や動画配信サービ
ス
・実名制
・一人ひとつのアカウントし
か作成できないので、正
確な属性情報を元にア
プローチが可能

・拡散力の高さからPRしやす
い
・配信内容の認知度上昇が
見込める

・本名で登録している人が多
く、X（旧:Twitter）に比
べ炎上しにくい

・制作、運用のコストがか
かる

・知人、家族が上位表示
となるアルゴリズムのため
企業コンテンツが届きにく
い場合あり

・長崎県南島原市（人口４万
5,000人にもかかわらず、半年で
ファン数９万人を獲得）
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（3） 媒体・コンテンツ・見せ方を踏まえた説明手法・内容 

他事務所等の配信事例や広報媒体別のメリット・デメリットを踏まえて、新たな説明手法を

検討した。 

一部の事務所では X（旧：Twitter）により工事進捗や地域イベント情報を配信していること

から、外環事務所では、HP 上で公表している工事進捗や現場視察会の内容を配信することで、

事務所 HPを見ない層へも情報配信可能と想定される。 

また、YouTube を活用し工事状況やイメージ動画を配信している事例もあり、外環事務所で

は沿線交通状況や工事進捗の空撮動画等を配信することで地域の道路交通課題や外環への期

待・関心が高まると想定される。 

 

外環事務所で想定される配信内容（案）

【配信内容説明（案）】国土交通省東京外かく環状国道事務所です。当該事務所が担
当する東京外環（関越～東名）の進捗、地域イベントなど、最新の情報をお知らせしま
す。

外環で公表されている
資料を掲載し外環事務
所HPを見ない層に対して
も広く情報配信を行う

 

図 4.1.1 想定される配信内容（X（旧：Twitter）） 

出典：外環 JOURNAL（外環事務所 R6.4） 
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外環事務所で想定される配信内容（案）

【配信内容説明（案）】国土交通省東京外かく環状国道事務所がどんなことをしているか
紹介します。

★

※使用データ：ETC2.0プローブデータ（2022年10月3日～7日 ７～9時）

文

文

文

文

文

文

凡例
●：バス
●： 大型車
●：小型車
●：軽二輪
●： 10km/h未満
●： 10 ～ 20

●： 20 ～ 30

●： 30 ～ 40

●： 40km/h以上
―：バスルート
★：事故

動的資料

【その他の内容案】
・トンネル工事についてドローン撮影動画を配信

・外環周辺の渋滞状況として
動的交通流動図を使用

 

図 4.1.2 想定される配信内容（YouTube） 
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4.2  無人航空機による空撮 

4.2.1  空撮箇所 

対外的な説明にあたり事業の進捗状況を把握するため、以下に示す箇所において、無人航空

機（ドローン）による空撮を実施した。空撮地点の選定に当たっては、①各事業用地内で工事

進捗が望むことが出来る箇所で、②工事や沿線住民などへの影響の少ない箇所、③年間継続的

に安全に飛行できる場所、④高速道路付近でない場所を選定した。 

また一般的な留意事項（平らで安定した場所、粉じんや水たまり等が無い場所）も考慮した。 

大泉JCT周辺

中央JCT(仮称)周辺

東名JCT(仮称)周辺

図 4.2.1 無人航空機による空撮箇所 
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4.2.2  空撮実施日 

空撮は以下の日程で実施した。 

・2023 年 04 月 27日（木）

・2023 年 07 月 13日（木）

・2023年 10 月 19日（木）

・2024年 01 月 29日（月）

・2024 年 04 月 25日（木）

・2024 年 07 月 23日（火）

4.2.3  空撮方法 

（1）撮影位置

現地調査により以下の地点を撮影位置として設定した。なお、撮影箇所は施工中の事業ヤー

ド内であるため、撮影当日の工事状況等により、当該位置での撮影が困難な場合、適宜変更す

ることとした。 

①中央 JCT北側

中央 JCT 北側での撮影位置は以下とした。 

・撮影位置 WGS84 緯度 35.677663 経度 139.583323

図 4.2.2 中央 JCT北側における撮影箇所 

撮影：自社撮影 
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②中央 JCT南側

中央 JCT 南側の撮影は以下である。なお、本地点では空撮は行わず、監視台の上からカ

メラによる地上撮影（静止画によるパノラマ撮影及び 360°動画撮影）を行った。

・撮影位置 WGS84 緯度 35.673597 経度 139.580291

図 4.2.3 中央 JCT南側における撮影箇所 

撮影：自社撮影 
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③東名 JCT

東名 JCT での撮影地点は以下である。なお、本地点は、2023年 4月撮影のみ、2地点で

撮影、2023年 7月以降は撮影箇所 Bにみで撮影を行った。 

・撮影位置 A WGS84 緯度 35.629650 経度 139.603987

図 4.2.4 東名 JCTにおける撮影箇所 A 

撮影：自社撮影 

・撮影位置 B WGS84 緯度 35.629832 経度 139.603734

図 4.2.5 東名 JCTにおける撮影箇所 B 

撮影：自社撮影 
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④大泉 JCT

東名 JCT での撮影地点は以下である。 

・撮影位置 WGS84 緯度 35.755450 経度 139.598579

図 4.2.6 大泉 JCTにおける撮影箇所 

撮影：自社撮影 
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（2）作業前の準備

施工業者等との事前調整のために、関係者に送付するため空撮行程表を作成した。

また、作業前には以下の項目について機体の点検・整備を行った。 

表 4.2.1 機体の点検内容 

上記項目以外にも、必要な機材等や安全の事前確認を行った。当日の安全確保のため、飛行

直前はもとより、準備段階から複数人で連携して作業を行った。 

（3）撮影方法及び手順

撮影は以下の方法で行った。

・撮影は、ドローン撮影およびカメラの地上撮影によって実施。

・人員は、操縦士と撮影補助員、機体観測員の最低 3名以上で実施。

・全地点が DID地区に該当するため、飛行高度は 30ｍ以下とし、目視内での飛行にとどめた。 

・ドローン撮影は動画撮影のみで、静止画の撮影は実施しない

撮影は以下の手順で行った。 

①指定位置に対空標識を設置

②離陸、対地高度 30mまで上昇

③カメラを真下に向け、画角の中心に対空標識を据え、撮影位置を固定

④指定正面にカメラを向け撮影開始

⑤右パン左パン上チルト下チルトを行った後、指定正面にカメラを戻す

⑥180°旋回し（真後ろを向く）上記と同様の操作を実施

⑦真下のチルトアングルの撮影

⑧撮影停止、降下着陸
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また、以下の点に留意して撮影を行った。 

・情報流出防止対策として、飛行機材のインターネットへの接続についてはソフトウェアアッ

プデート等の最小限度とし、飛行中は接続させない 

・飛行機材をインターネットに接続する場合は、データが流出しないよう、撮影動画等のクラ

ウドへの保存機能を停止し、機体内部や外部電磁的記録媒体に保存されている飛行記録データ

や撮影動画等を飛行終了後、確実に消去を実施 

・気象条件によって明るさの調整を実施

・地平線を水平に調整

・撮影時に工事関係者に空撮実施する旨の通知

・撮影時において、空：陸の比率を 1：5～6程度を目安に撮影を実施
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（4） 使用機材 

本業務では以下の機材を用いて空撮を行った。 

表 4.2.2 使用機材の諸元 

機体名称 Phantom4 Pro V2.0 

 

機体外観 

©PCKK 

機 体 

スペック 

重量 1,375ｇ 

対角寸法 (プロペラを含まず) 350 mm 

 

飛 行 

スペック 

最大上昇速度 Sモード：6m/s、 Pモード： 5m/s 

最大下降速度 Sモード：4m/s、 Pモード： 3m/s 

最大速度 72km/h (Sモード)、58km/h (Aモード) 

50km/h (Pモード) 

動作環境温度 0  ～ 40°C 

最大飛行時間 約 30 分 

 

カメラ 
センサー 

1inch CMOS、有効画素数： 2,000万画素 

有効画素数：20 MPix  

レンズ 
視野角：84°、8.8mm/24mm (35mm判換算) 、f/2.8 ～ 

f/11 オートフォーカス (1m～∞) 

電子シャッター 8s  〜 1/8,000s 

最大静止画サイズ 5,472×3,648 

 

動画モード 

C4K:4,096×2,160 24/25/30p @100Mbps 

4K:3,840×2,160 24/25/30p @100Mbps 

2.7K:2,720×1,530 24/25/30p @65Mbps 

2.7K:2,720×1,530 48/50/60p @80Mbps 

FHD:1,920×1,080 24/25/30p @50Mbps 

FHD:1,920×1,080 48/50/60p @65Mbps 

FHD:1,920×1,080 120p @100Mbps 

HD:1,280×720 24/25/30p @25Mbps 

HD:1,280×720 48/50/60p @35Mbps 

HD:1,280×720 120p @60Mbps 

※S モード=スポーツモード,Aモード=ATTIモード,Pモード=ポジショニングモード 
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（5） 動画形式 

空撮時の動画形式は以下の通りとした。 

表 4.2.3 使用機材の諸元 

解像度 1920×1080 

フレームレート 29.97fps 

拡張子 .mp4 

 

（6） 遵守する法律及び基準 

空撮を実施するにあたり、下記に示す法律を遵守した。 

１ 無人航空機の飛行に係る許可・申請書 

２ 国土交通省航空局標準マニュアル 

３ 無人航空機の安全な飛行のためのガイドライン 

４ 「公共測量における UAV の使用に関する安全基準」（地理院安全基準） 
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4.2.4  空撮結果 

上記の内容に基づき、2023年 4月、2023年 7月、2023年 10月、2024年 1月、2024年 4月、

2024年 7月に無人航空機による空撮を実施した。空撮した結果を以下に示す。 

（1） 2023年 4月撮影 

【大泉 JCT】 

 

図 4.2.7 大泉 JCTでの撮影結果（2023年 4月撮影） 

撮影：自社撮影 

【中央 JCT】 

 

図 4.2.8 中央 JCTでの撮影結果（2023年 4月撮影） 

撮影：自社撮影 
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【東名 JCT】 

 

図 4.2.9 東名 JCTでの撮影結果（2023年 4月撮影） 

撮影：自社撮影 
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（2） 2023年 7月撮影 

【大泉 JCT】 

 

図 4.2.10 大泉 JCTでの撮影結果（2023年 7月撮影） 

 

【中央 JCT】 

  

図 4.2.11 中央 JCTでの撮影結果（2023年 7月撮影） 
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【東名 JCT】 

 

図 4.2.12 東名 JCTでの撮影結果（2023年 7月撮影） 
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（3） 2023年 10月撮影 

【大泉 JCT】 

 

図 4.2.13 大泉 JCTでの撮影結果（2023年 10月撮影） 

 

【中央 JCT】 

 

図 4.2.14 中央 JCTでの撮影結果（2023年 10月撮影） 
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【東名 JCT】 

 

図 4.2.15 東名 JCTでの撮影結果（2023年 10月撮影） 
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（4） 2024年 1月撮影 

【大泉 JCT】 

 

図 4.2.16 大泉 JCTでの撮影結果（2024年 1月撮影） 

 

【中央 JCT】 

 

図 4.2.17 中央 JCTでの撮影結果（2024年 1月撮影） 
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【東名 JCT】 

 

図 4.2.18 東名 JCTでの撮影結果（2024年 1月撮影） 
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（5） 2024年 4月撮影 

【大泉 JCT】 

 

図 4.2.19 大泉 JCTでの撮影結果（2024年 4月撮影） 

 

【中央 JCT】 

 

図 4.2.20 中央 JCTでの撮影結果（2024年 4月撮影） 
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【東名 JCT】 

 

図 4.2.21 東名 JCTでの撮影結果（2024年 4月撮影） 
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（6） 2024年 7月撮影 

【大泉 JCT】 

 

図 4.2.22 大泉 JCTでの撮影結果（2024年 7月撮影） 

 

【中央 JCT】 

 

図 4.2.23 中央 JCTでの撮影結果（2024年 7月撮影） 
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【東名 JCT】 

 

図 4.2.24 東名 JCTでの撮影結果（2024年 7月撮影） 
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